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本日の趣旨本日の趣旨

政府の目標政府の目標

２０１０年に訪日外国人旅行者数を１，０００２０１０年に訪日外国人旅行者数を１，０００
万人にする万人にする

更に新たな目標を加え、そのための対策を更に新たな目標を加え、そのための対策を
講じていくことが必要講じていくことが必要
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本日の発表内容本日の発表内容

１．日本の国際観光を巡る現状１．日本の国際観光を巡る現状

２．外国人観光客の訪日促進に係る課題と対策２．外国人観光客の訪日促進に係る課題と対策

３．提言３．提言
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本日の発表内容本日の発表内容

１．日本の国際観光を巡る現状１．日本の国際観光を巡る現状

２．外国人観光客の訪日促進に係る課題と２．外国人観光客の訪日促進に係る課題と
対策対策
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どうすればいいのか？

「日本旅行」販売という商売として考える

→どんどん売っていく

→新規のお客様の獲得

リピーターの獲得

論点の絞り込み論点の絞り込み
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２．広報

・イベント、外国旅行代理店の方の日本への招待が大事

→インバウンド事業者とのタイアップが効果的

・特定の市町村、施設、ホテルだけをアピールできない

→「売れているもの」のPRへの転換

こんなこと思っていらっしゃいませんか？こんなこと思っていらっしゃいませんか？
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３．価格

・少しでも安くしなければならない

→「安売り」してはならない

こんなこと思っていらっしゃいませんか？こんなこと思っていらっしゃいませんか？
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４．リピーターの確保

・観光資源の質・量で、旅行者の満足度が決まる

→情報の質、量が重要な要因

→通訳ガイド、添乗員の質が重要な影響を与える

こんなこと思っていらっしゃいませんか？こんなこと思っていらっしゃいませんか？
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５．調査、分析

・外国のことは難しい、データがない（とれない）

→しっかりと調査をすればデータは入手できるはず

→情報の断絶状態を改善しなければならない

こんなこと思っていらっしゃいませんか？こんなこと思っていらっしゃいませんか？
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本日の発表内容本日の発表内容
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提言１（全般）提言１（全般）

政府は、新たに以下の目標を追加すべき政府は、新たに以下の目標を追加すべき

顧客満足度の維持向上及びリピーター顧客満足度の維持向上及びリピーター
獲得数の継続的な増加獲得数の継続的な増加

「安売り」しないをキャッチフレーズに！「安売り」しないをキャッチフレーズに！
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提言２（特に申し上げたいこと）提言２（特に申し上げたいこと）

航空会社、ホテル・旅館、観光施設等には、航空会社、ホテル・旅館、観光施設等には、

・有望な市場を逃さない・有望な市場を逃さない

・格付けの実施、公表・格付けの実施、公表

・通訳ガイドへのアメとムチ・通訳ガイドへのアメとムチ

をお願いしますをお願いします
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提言２（特に申し上げたいこと）提言２（特に申し上げたいこと）

インバウンド業者、地方公共団体には、インバウンド業者、地方公共団体には、

・タイアップして、「受ける」広報・タイアップして、「受ける」広報

・無資格ガイドを手配しない・無資格ガイドを手配しない

・単独の都道府県での取組をやめる・単独の都道府県での取組をやめる

・共同での通訳ガイド試験、資格の付与・共同での通訳ガイド試験、資格の付与

をお願いしますをお願いします
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提言２（特に申し上げたいこと）提言２（特に申し上げたいこと）

国、国、JNTOJNTOには、には、

・「日本は人気がない」と言わない・「日本は人気がない」と言わない

・大規模マーケティング調査、分析、公表・大規模マーケティング調査、分析、公表

・事業者間のマッチングサービス・事業者間のマッチングサービス

・国内サービスに対する品質保証・国内サービスに対する品質保証

・外国での日本情報のチェック、修正・外国での日本情報のチェック、修正

をお願いしますをお願いします
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提言２（特に申し上げたいこと）提言２（特に申し上げたいこと）

研究者には、研究者には、

・データに基づく観光研究の推進・データに基づく観光研究の推進

・「インバウンド観光促進」分野への参入・「インバウンド観光促進」分野への参入

をお願いしますをお願いします



30( C ) Mr. Kenji TANAKA, Institute for Transport Policy Studies, 2005

本日の発表は以上です。本日の発表は以上です。
ご静聴ありがとうございました。ご静聴ありがとうございました。




